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国
民
詩
人
プ
ー
シ
キ
ン
が
「
西
洋
に
開
か
れ
た
窓
」
と

謳
っ
た
ロ
シ
ア
の
古
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
湾
を
望
み
、
ネ
ヴ
ァ
河
沿
い
に
築
か
れ
た
美
し

い
水
の
都
は
世
界
遺
産
で
も
あ
り
、
ロ
シ
ア
革
命
、
ナ
チ

ス
の
九
百
日
間
包
囲
に
耐
え
抜
い
た
、
激
動
の
歴
史
の
舞

台
で
も
あ
る
。

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
や
マ
リ
ン
ス
キ
ー
・
バ
レ
エ

を
は
じ
め
、
前
衛
美
術
を
扱
う
名
も
無
い
ア
ト
リ
エ
や
、

ゴ
ー
ゴ
リ
、
プ
ー
シ
キ
ン
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
革
命

詩
人
た
ち
が
闊
歩
し
た
ネ
フ
ス
キ
ー
大
通
り
。
壮
麗
な
芸

術
都
市
も
、
確
実
に
新
た
な
変
貌
を
遂
げ
始
め
て
い
る
。

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
沸
き
立
ち
、
新
生
ロ
シ
ア
と
な
っ

た
一
九
九
一
年
秋
か
ら
約
六
年
間
、
語
学
研
修
を
経
て
、

国
立
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
大
学
院
で
学
ぶ
機
会

を
得
た
。
現
代
に
通
じ
る
社
会
や
人
間
の
諸
問
題
と
信
仰

の
あ
り
方
を
描
い
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
世
界
を
研
究

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
光
を
当
て
た
の
が
、
虐
げ
ら
れ

た
存
在
で
あ
っ
た
弱
者
や
女
性
、
子
供
で
あ
る
。
作
家
は

強
者
の
理
論
と
物
質
文
明
の
中
で
犠
牲
に
さ
れ
る
側
に
立

ち
、
そ
の
価
値
と
人
権
を
励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に
支
え

続
け
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
作
家
が
「
人
の
不
幸
の
上
に

自
分
の
幸
福
を
つ
く
る
生
き
方
を
し
な
い
」
と
し
て
ロ
シ

ア
の
肯
定
美
と
し
て
讃
美
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
民
衆
の
大

地
に
し
っ
か
り
と
根
差
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
民
衆
と
信

仰
が
作
家
の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
人
間
の
た
め
の
学
問
」
の
追
究
を
最
大
の
目
的
と
す

る
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
発
祥
の
地
で
も
あ
る
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
東
洋
哲
学
研
究
所
の
ロ
シ
ア
・
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
の
が
、
一
九
九
七
年
。
戦
火
か
ら
人

類
の
至
宝
で
あ
る
法
華
経
の
写
本
を
守
り
抜
い
た
ロ
シ
ア

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
内
で
の
誕
生
で
あ
っ

た
。「
平
和
」
を
呼
び
か
け
る
経
典
が
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
経
て
北
の
大
地
で
守
ら
れ
、
日
本
で
の
展
示
会
で
そ
の

光
彩
を
放
っ
た
日
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
。

創
立
者
が
開
い
て
下
さ
っ
た
崇
高
な
学
術
交
流
の
道
に

深
く
感
謝
し
、
文
化
と
社
会
に
益
す
る
研
究
を
目
指
し
、

日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
。

（
さ
と
う
　
ゆ
う
こ
／
東
洋
哲
学
研
究
所
委
嘱
研
究
員
）
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